
指導する。

－83－

机上を整理・整とんし、必要なもの
だけ置く。

確立する

確立する

規律 学習規律を確立するための指導例

の指導

学習規律が確立

－89－
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話し方・聞き方

確立する

の指導

　「話し方・聞き方」については、話す側は、聞いている人全員に向けて自分の意見を伝え

るといった相手意識をもち、反応を踏まえながら話す習慣を身に付けること、聞く側は、話

し手が伝えたいことを意識しながら聞き、自分の考えや感想をもつことが大切です。そのこ

とが、全ての児童生徒が主体的に学習することにつながるとともに、自分の話を聞いてくれ

るという学級への所属意識を高め、学級内の人間関係の構築にもつながります。

　「話し方・聞き方」の指導においては、教師は、発表している児童生徒を見るだけで

なく、聞いていない児童生徒がいた場合には、発表を止めて、きちんと聞くように指導

するなど、継続的にきめ細かく指導を続けることが大切です。

「　　　　　　　　」

だけを

させ

として

－90－
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学習指導要領「国語」の「A　話すこと・聞くこと」の指導事項から

　相手に伝わるように、行動したことや経験したことに基づいて、話す
事柄の順序を考えること。
　伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫する
こと。

　相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確
になるよう話の構成を考えること。
　話の中心や話す場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り方など
を工夫すること。

　話の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別するなど、
話の構成を考えること。
  資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫する
こと。

　自分の考えや根拠が明確になるように、話の中心的な部分と付加的な
部分、事実と意見との関係などに注意して、話の構成を考えること。
　相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように
表現を工夫すること。

　自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開な
どに注意して、話の構成を工夫すること。
　資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるよう
に表現を工夫すること。

　自分の立場や考えを明確にし、相手を説得できるように論理の展開な
どを考えて、話の構成を工夫すること。
　場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自分の考えが分かりやすく伝わる
ように表現を工夫すること。
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　互いの話に関心をもち、相手の

発言を受けて話をつなぐこと。

　目的や進め方を確認し、司会など

の役割を果たしながら話し合い、互

いの意見の共通点や相違点に着目し

て、考えをまとめること。

　互いの立場や意図を明確にしな

がら計画的に話し合い、考えを広

げたりまとめたりすること。

　話題や展開を捉えながら話し合

い、互いの発言を結び付けて考え

をまとめること。

　互いの立場や考えを尊重しなが

ら話し合い、結論を導くために考

えをまとめること。

　進行の仕方を工夫したり互いの

発言を生かしたりしながら話し合

い、合意形成に向けて考えを広げ

たり深めたりすること。
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